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はじめに
このたびはハードディスクコピーマシン をお買いあげいただきましてあＨＤＩ－２００

りがとうございます。

を正しくご使用いただくため、この説明書は必ずお読みください。またＨＤＩ－２００

お気付きの点などございましたら、ご遠慮なく連絡くださるようお願いいたします。

製品概要
ハードディスクコピーマシン は、ＩＤＥおよびＥＩＤＥ（エンハンスドＨＤＩ－２００

ＩＤＥ）インターフェースを持ったハードディスクの１対２のコピーマシンです。フォー

マット形式に左右されずにコピーできるフルモードとＦＡＴ１６やＦＡＴ３２に対応した

使用セクタのみコピーするＦＡＴモードがあります。フルモードはＣＨＳモードとＬＢＡ

モードの２種類があり、古いハードディスク（１００Ｍバイト程度）から最大２Ｔ（２０

００Ｇ）バイトのハードディスクの手軽な量産用コピーマシンとして最適です。

また、別売のターゲット増設用アダプタマシン を接続することにより１ＨＤＩ－３３０

対５のコピーマシンに変身させることができます。

液晶表示と少ないキー操作でコピー、比較をわかりやすく簡単に行えます。

梱包内容の点検
がお手元に届きましたら、輸送上の破損や欠品が無いか点検してくださＨＤＩ－２００

。 、 、 、 。い もし破損 欠品等ございましたら 電話連絡後 前ページの住所までご返送ください

梱包内容ＨＤＩ－２００

１． 本体 ーーーーーーーーーー １台ＨＤＩ－２００

２．ＨＤＤ用ＩＤＥケーブル ーーーーーーーー ３本

３．ＨＤＤ用電源ケーブル ーーーーーーーーー ３本

４．２．５インチＨＤＤ用アダプタ ーーーーー ３個

５．電源コード ーーーーーーーーーーーーーー １本

６．ユーザー登録カード ーーーーーーーーーー １枚

７．保証書 ーーーーーーーーーーーーーーーー １枚

８．取扱説明書（本書） ーーーーーーーーーー １冊

ユーザー登録カード

ユーザー登録カードに必要事項を書き込んだ後、返送してください。

新製品の発表、ハードやソフトの不良など とお客様との大切な連絡手段とな㈲デンノー

ります。
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語句の説明
本書内で使用される語句を説明します。

（１）ＨＤＤ

Hrad Disk Drive（ハードディスクドライブ）の略です。

（２）フルモード

フォーマット形式に左右されずにコピーできるコピーモードです。マスタ側ＨＤＤ

のすべてのセクタのデータを、ターゲット側ＨＤＤのセクタにコピーします。ＦＡＴ

ではＬＢＡモードとＣＨＳ１６やＦＡＴ３２以外のＨＤＤに使用します。ＨＤＩ－２００

モードがこれにあたります。

（３）ＦＡＴモード（ＦＡ２モード）

ＦＡＴ１６やＦＡＴ３２に対応した使用セクタのみのコピーモードです。実際の使

用容量が全容量に比較し少ない場合に、大容量ＨＤＤのコピーがフルモードに比較し

短時間で可能になります。 、 ､ 、 、 （ フォーマＭＳ－ＤＯＳ Ｗｉｎ３.１ Ｗｉｎ９５ Ｗｉｎ９８ Ｗｉｎ２０００ ＦＡＴ３２

ットのみ）のコピーに使用してください。ＦＡＴモードでエラーになる場合はフルモ

ードでコピーを行ってください。

また、ＦＡＴ３２（主に ､ ）に限り、 単体での拡Ｗｉｎ９８ ＷｉｎＭｅで使用 ＨＤＩ－２００

大コピーが可能です。拡大コピーモードはＦＡ２モードになります（ＦＡＴモードは

拡大しません 。もし、 も使用して大量に拡大コピーをする場合は、） ＨＤＩ－３３０

単体でマスタＨＤＤを作製し、それをマスタにして でＨＤＩ－２００ ＨＤＩ－３３０

コピーしてください。４Ｇ→１０Ｇにコピーした場合に１０Ｇバイト使用できます。

ただし、パソコンのＢＩＯＳがターゲット側ＨＤＤの容量に対応している必要があり

ます。パーティションが２個の場合（１個のＨＤＤでＣ、Ｄドライブで使用）は後の

パーティション（Ｄドライブ）のみを拡大します。

コピー時の設定は 2.7 ＭＯＤＥ＋ＳＰＥＥＤ を参照してください。

低速と普通の２種類のコピー速度があります。

（４）ＬＢＡモード

ＨＤＤをアクセスする方法の１つです。パソコンで５１２Mバイト以上のＨＤＤを

アクセスするために考慮された方法で、セクタを連続した番号に並べ直してＨＤＤを

アクセスします。 では２Ｔ（２０００Ｇ）バイト程度のＨＤＤまで使ＨＤＩ－２００

用できます。マスタ側不良セクタのスキップ処理は行いません。

の２種類のフルモードのうちの１つです。低速と普通と高速の３種類のＨＤＩ－２００

高速ＨＤＤをコピーする場合、高速で１Ｇバイト当たり約９コピー速度があります。

０秒で行います。
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（５）ＣＨＳモード

ＨＤＤをアクセスする方法の１つです。ＨＤＤをアクセスするためにシリンダ番号

ＨＤＩ－（Ｃ 、ヘッド番号（Ｈ 、セクタ番号（Ｓ）を設定してアクセスします。） ）

では３０Ｇバイト程度のＨＤＤまで使用でき、マスタ側ＨＤＤの不良セクタの２００

スキップ処理も行います。ターゲット側の不良セクタのスキップは行いません。

の２種類のフルモードのうちの１つです。低速と普通の２種類のコピーＨＤＩ－２００

古いＨＤＤ（１Ｇバイト程度以下）でご使用ください。速度があります。

（６）ダブルモード

通常 ではコピー動作と比較動作は別々に行われますがコピー動作ＨＤＩ－２００

後、連続して比較動作を行うモードをダブルモードと呼びます。

（７）クリアモード

他用されたくない重要なデータが入ったＨＤＤを廃棄したいときや、他のパソコン

で使用したいときなどに内部のデータを消去してしまう機能です。ＨＤＤ全部のセク

タに００ＨまたはＦＦＨを上書きします（コピー動作の前にターゲットＨＤＤに行う

必要はありません 。）
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第１章 基本ハード仕様

１.１ パネル

（１）表面パネル

①マスタＨＤＤ用電源コネクタ

②マスタＨＤＤ用ＩＤＥコネクタ

③ターゲット０ＨＤＤ用電源コネクタ

④ターゲット０ＨＤＤ用ＩＤＥコネクタ

⑤ターゲット１ＨＤＤ用電源コネクタ

⑥ターゲット１ＨＤＤ用ＩＤＥコネクタ

⑦マスタＨＤＤ用ＬＥＤ

マスタＨＤＤへの電源供給とアクセスを表わします。電源供給のみの場合は緑

色に、アクセスもされた場合はオレンジ色に点灯します。

⑧ターゲット０ＨＤＤ用ＬＥＤ

ターゲットＨＤＤへの電源供給とアクセスを表わします。電源供給のみの場合

は緑色に、アクセスもされた場合はオレンジ色に点灯します。

⑨ターゲット１ＨＤＤ用ＬＥＤ

ターゲットＨＤＤへの電源供給とアクセスを表わします。電源供給のみの場合

は緑色に、アクセスもされた場合はオレンジ色に点灯します。

ＤＯＷＮ

ＥＮＴＥＲ

ＭＡＳＴＥＲ ＴＡＲＧＥＴ０ ＴＡＲＧＥＴ１

ＵＰ

①

②

④

③

⑤

⑥

⑦ ⑧ ⑨

⑩

⑪

⑫

⑬
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⑩液晶表示（ＬＣＤ）

動作の経過や結果を表示します。動作スタート時にＨＤＤの容量、動作中に現

在何％のコピー、比較が終わったか、動作終了時に結果を表示します。詳細は

１.３液晶表示を参照してください。

⑪ＵＰキー

動作、仕様を選択します。

⑫ＤＯＷＮキー

動作、仕様を選択します。

⑬ＥＮＴＥＲキー

動作や仕様の決定、また動作を途中で中断する場合に押します。
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（２）後面

①電源出力コネクタ

増設機器用の交流１００Ｖを出力します。③の電源スイッチにＨＤＩ－２００

連動してＯＮ／ＯＦＦします。 増設機器以外は接続しないでくＨＤＩ－２００

ださい。

②電源入力コネクタ

電源コードを接続します。

③ 電源スイッチＨＤＩ－２００

自体の電源をＯＮ／ＯＦＦします。COMPAREやCOPYなど動作中ＨＤＩ－２００

には操作しないでください。

（３）右面

右面に増設機器接続用の６０ｐｉｎコネクタがあります。増設用機器からの６０ｐｉ

ｎフラットケーブルを接続します。増設機器以外のものを接続しないでください。

①
②

③
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１.２ ブザー

、 。短音は動作がＯＫであることを表わし 長音は動作がエラーであることを表わします

１.３ 液晶表示（以下ＬＣＤ）

２０文字×４桁のＬＣＤで動作情報を表示します。以下に主な表示を表します。

（１） ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ表示（電源投入時）

ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ （ＬＢＡ ＮＯＲＭ）

→１．ＣＯＰＹ ４．ＯＰＴ ＩＯＮ

２．ＣＯＭＰＡＲＥ

３．ＣＯＰＹ＋ＣＯＭＰ

現在選択している動作に［→］が付いています （ＵＰ （ＤＯＷＮ）キーで選択して。 ）、

（ＥＮＴＥＲ）キーで実行します。
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（２） 動作表示（動作結果表示）

動作表示例

ＣＯＰＹ （ＦＡＴ ＮＯＲＭ）

ｎｏｗ ６７１７９ ｔ ｉｍｅ

ｅｎｄ ２８０６２４ １ｍ

■ ｐａｓｓ ２３ ％ ２２ｓ

動作表示画面概要（画面の表示位置の意味説明）

① 現在または終了した動作 ② 動作モードとスピード

③ 現在またはエラー終了した時点の数値 ⑦ 経過時間

④ 最終の数値

⑤ ■または結果 ⑥ 経過した割合

① 現在または終了した動作を表示します。終了したとき （ＥＮＴＥＲ）キーを押すとここに、

表示されている動作を再度スタートします。

② カッコで囲んで動作モードとスピードを表示します。

③ 現在行っている数値、またはエラー終了時の数値を表示します（ＦＡＴモードではクラス

タ数、ＬＢＡモードではセクタ数、ＣＨＳモードではシリンダ数 。）

④ 最終の数値を表示します（ＦＡＴモードではクラスタ数、ＬＢＡモードではセクタ数、ＣＨ

Ｓモードではシリンダ数 。）

⑤ 動作中では■が動き、動作終了後は結果を表示します。

⑥ 動作の経過した割合を表示します。

⑦ 動作開始してからの時間を表示します（ＨＤＤの接続を確認してから時間の表示は始ま

ります 。時間は２～３％の誤差が出る場合があります。目安としてご使用ください。）
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１.４ ＨＤＤのセット

ＨＤＤの各ケーブルへのセット方法を説明します。

（１） へのケーブル接続ＨＤＩ－２００

① マスタとターゲット用のＩＤＥケーブル３本をそれぞれのＩＤＥコネクタに接続し

ます。ＩＤＥケーブルには特に方向はありませんが、目安として赤線マークが１ピン

側（電源コネクタ寄り）にくるようにセットするのが良いでしょう。ＨＤＤ用ＩＤＥ

ＨＤＩ－２００ケーブルはしっかり差し込んでください（出荷時、ＩＤＥケーブルは

本体に差し込んであります 。しっかりと差し込んだ場合、コネクタの両サイドのフ）

ックが自動的にケーブル側コネクタにかかります。

② マスタとターゲット用の電源ケーブル３本をそれぞれの電源コネクタに接続しま

す。奥までしっかりと差し込んでください。

ＤＯＷＮ

ＥＮＴＥＲ

ＭＡＳＴＥＲ ＴＡＲＧＥＴ０ ＴＡＲＧＥＴ１

ＵＰ

ターゲット側ＨＤＤ

（コピー先）

金属面上

マスタ側ＨＤＤ

（オリジナル）

金属面上

ターゲット側ＨＤＤ

（コピー先）

金属面上
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（２）３.５インチＨＤＤのセット

マスタＨＤＤとターゲットＨＤＤは、ＨＤＤ側のジャンパースイッチをマスタ仕様に

してください （通常、パソコンに接続されている場合はマスタ仕様になっています。。

よくわからない場合はＨＤＤ上のシールなどにマスタ､スレーブ仕様について記載され

ていますので、確認してください ）。

マスタＨＤＤとターゲットＨＤＤをマスタおよびターゲットのケーブルに接続しま

。 。す このときマスタＨＤＤとターゲットＨＤＤの位置を間違えないようにしてください

逆にセットすると大切なマスタＨＤＤのデータが失われます。

マスタＨＤＤとターゲットＨＤＤはケース上のゴムシートの上にうまく乗せ、ＨＤＤ

とケースが直接触れないようにしてください。

ＨＤＤにＨＤＤ用ＩＤＥケーブルとＨＤＤ用電源ケーブルがしっかりと差し込まれて

いるのを確認します。

ターゲットＨＤＤは１個でも２個でもＯＫです。また、１個の場合はターゲット０、

１どちらに接続してもかまいません。

通常、ＨＤＤの金属ケース側が上に、基板側が下になります。

３.５インチＨＤＤ

金属面 上

HDD用電源ケーブル

HDD用IDEケーブル
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（３）２.５インチＨＤＤのセット

マスタＨＤＤとターゲットＨＤＤがマスタ仕様になっているのを確認してください。

（通常、パソコンに接続されている場合はマスタ仕様になっています。２．５インチＨ

ＤＤの場合は離れた４本のコネクタピンに何も接続されていない場合にマスタ仕様にな

ります ）。

２.５インチＨＤＤの場合は直接接続できないため、２.５インチ変換アダプタを使用

して接続します。

２.５インチ変換アダプタのコネクタにＨＤＤ用ＩＤＥケーブルとＨＤＤ用電源ケー

ブルを接続します。その後、２.５インチＨＤＤを２.５インチ変換アダプタに接続しま

。 。す このときマスタＨＤＤとターゲットＨＤＤの位置を間違えないようにしてください

逆にセットすると大切なマスタＨＤＤのデータが失われます。

マスタＨＤＤとターゲットＨＤＤはケース上のゴムシートの上にうまく乗せ、ＨＤＤ

とケースが直接触れないようにしてください。

ターゲットＨＤＤは１個でも２個でもＯＫです。また、１個の場合はターゲット０、

１どちらに接続してもかまいません。

通常、ＨＤＤの金属ケース側が上に、基板側が下になります。

２.５インチＨＤＤ

金属面 上

HDD用電源ケーブル

HDD用IDEケーブル
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１.５ 基本仕様

①外形寸法

７０（Ｈ）×３７０（Ｗ）×２５０（Ｄ）ｍｍ

（コネクタなどの突起物は除く）

②重量

４Ｋｇ

③使用環境

・動作温度 ５～４０℃

・保管温度 －１０～６０℃

・湿度 ２０～８０％（但し、結露しないこと）

④電源仕様

・消費電力 １００Ｗ

・入力電圧 ＡＣ９０～２６４Ｖ

・入力周波数 ４７～６３Ｈｚ

・入力電流 ＭＡＸ．３Ａ
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第２章 操作

ＬＣＤ表示とキー操作による の操作方法を説明します。ＨＤＩ－２００

メニュー概要２.１

基本的にの 操作は、ＬＣＤに表示されたメニューを（ＵＰ）キーと（ＤＯＷＨＤＩ－２００

Ｎ）キーで選択し （ＥＮＴＥＲ）キーで実行する形で行います。以下に全体のメニュー構造、

を表し、その後、各項目を説明します。選択は［→］を動かして行います。

ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ

１．ＣＯＰＹ

２．ＣＯＭＰＡＲＥ

３．ＣＯＰＹ＋ＣＯＭＰ

４．ＯＰＴ ＩＯＮーーーー １．ＭＯＤＥ＋ＳＰＥＥＤ

２．ＣＬＥＡＲ ＨＤＤーーーー ＳＴＡＲＴ

３．ＬＣＤ ＣＯＮＴ ＣＬＥＡＲ ＤＡＴＡ

４．ＥＸＩＴ ＥＸ ＩＴ

ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ２.２

電源投入時はＭＡＩＮ ＭＥＮＵ表示になります。ＨＤＤのコピーや比較を行う場合は１～３を

選択し （ＥＮＴＥＲ）キーで実行します。動作モードやスピードの変更、ＨＤＤのクリアなど、

を行う場合は［４．ＯＰＴＩＯＮ］を選択し （ＥＮＴＥＲ）キーを押します。、

ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ例

ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ （ＬＢＡ ＮＯＲＭ）

→１．ＣＯＰＹ ４．ＯＰＴ ＩＯＮ

２．ＣＯＭＰＡＲＥ

３．ＣＯＰＹ＋ＣＯＭＰ
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ＣＯＰＹ２.３

ＨＤＤのコピーを行います。比較動作（ＣＯＭＰＡＲＥ）は行いません。

（１.４ ＨＤＤのセまずマスタＨＤＤとターゲットＨＤＤを にセットしますＨＤＩ－２００

ット参照 。ＬＣＤ表示の右上の動作モードとスピードが表されています。そのままで）

ＭＡ ＩＮ ＭＥＮＵ上で［１．ＣＯＰＹ］を選択した後 （ＥＮＴＥＲ）キーを押して動よい場合は 、

作を開始します。

動作モードとスピードを変更する場合は［４．ＯＰＴ ＩＯＮ］の中の［１．ＭＯＤＥ＋ＳＰＥＥＤ］

（２．７ ＭＯＤＥ＋ＳＰＥＥＤ参照）で変更した後、コピーを行ってください。

各ＨＤＤに電源を供給した後、ＨＤＤの容量を表示し、コピー動作を開始します。動作を

中断する場合は（ＥＮＴＥＲ）キーを押してください。

コピー動作表示例

ＣＯＰＹ （ＬＢＡ ＦＡＳＴ）

ｎｏｗ ６４６９６０ ｔ ｉｍｅ

ｅｎｄ ２００４４０８０ ０ｍ

■ ｐａｓｓ ０３ ％ ５０ｓ

動作終了後、ＣＯＰＹを繰り返す場合はＨＤＤを交換した後、ＬＣＤの左上にＣＯＰＹがでて

いるのを確認して（ＥＮＴＥＲ）キーを押してコピーを開始してください。ＨＤＤの交換時に

自体の電源スイッチを切る必要はありません。ＨＤＤの状態表示ＬＥＤが消ＨＤＩ－２００

灯している場合はＨＤＤに電源は供給されていません

ＣＯＰＹ以外の操作を行う場合は（ＵＰ）キーか（ＤＯＷＮ）キーを押せばＭＡＩＮ ＭＥＮＵ

が表示されます。
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ＣＯＭＰＡＲＥ２.４

ＨＤＤの比較（ＣＯＭＰＡＲＥ）を行います。

（１.４ ＨＤＤのセまずマスタＨＤＤとターゲットＨＤＤを にセットしますＨＤＩ－２００

ット参照 。ＬＣＤ表示の右上に現在の動作モードとスピードが表されています。その）

ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ上で［２．ＣＯＭＰＡＲＥ］を選択した後 （ＥＮＴＥＲ）キーままでよい場合は 、

を押して動作を開始します。

動作モードとスピードを変更する場合は［４．ＯＰＴ ＩＯＮ］の中の［１．ＭＯＤＥ＋ＳＰＥＥＤ］

（２．７ ＭＯＤＥ＋ＳＰＥＥＤ参照）で変更した後、コピーを行ってください。

各ＨＤＤに電源を供給した後、ＨＤＤの容量を表示し、コピー動作を開始します。動作を

中断する場合は（ＥＮＴＥＲ）キーを押してください。

比較動作表示例

（ ）ＣＯＭＰＡＲＥ ＣＨＳ ＮＯＲＭ

ｎｏｗ ３１ ｔ ｉｍｅ

ｅｎｄ １２３９ １ｍ

■ ｐａｓｓ ０２ ％ ５０ｓ

動作終了後、ＣＯＭＰＡＲＥを繰り返す場合はＨＤＤを交換した後、ＬＣＤの左上にＣＯＭＰＡ

ＲＥがでているのを確認して（ＥＮＴＥＲ）キーを押してコピーを開始してください。ＨＤＤの

交換時に 自体の電源スイッチを切る必要はありません。ＨＤＤの状態表示ＬＨＤＩ－２００

ＥＤが消灯している場合はＨＤＤに電源は供給されていません。

ＣＯＭＰＡＲＥ以外の操作を行う場合は（ＵＰ）キーか（ＤＯＷＮ）キーを押せばＭＡＩＮ Ｍ

ＥＮＵが表示されます。
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ＣＯＰＹ＋ＣＯＭＰ２.５

ＨＤＤのコピーを行った後、自動的に続けて比較を行います（ダブルモードです 。）

（１.４ ＨＤＤのセまずマスタＨＤＤとターゲットＨＤＤを にセットしますＨＤＩ－２００

ット参照 。ＬＣＤ表示の右上に現在の動作モードとスピードが表されています。その）

ＭＡ ＩＮ ＭＥＮＵ上で［３．ＣＯＰＹ＋ＣＯＭＰ］を選択した後 （ＥＮＴＥＲ）ままでよい場合は 、

キーを押して動作を開始します。

動作モードとスピードを変更する場合は［４．ＯＰＴ ＩＯＮ］の中の［１．ＭＯＤＥ＋ＳＰＥＥＤ］

（２．７ ＭＯＤＥ＋ＣＯＭＰＡＲＥ参照）で変更した後、コピーを行ってください。

コピー動作中の表示は［ＣＯＰＹ＋ｃｏｍｐ 、比較動作中は［ｃｏｐｙ＋ＣＯＭＰ］となります］

（動作中を大文字で表します 。）

各ＨＤＤに電源を供給した後、ＨＤＤの容量を表示し、コピー動作を開始します。動作を

中断する場合は（ＥＮＴＥＲ）キーを押してください。

コピー動作表示例

（ ）ＣＯＰＹ＋ｃｏｍｐ ＦＡＴ ＮＯＲＭ

ｎｏｗ ６７１７９ ｔ ｉｍｅ

ｅｎｄ ２８０６２４ １ｍ

■ ｐａｓｓ ２３ ％ ２２ｓ

比較動作表示例

（ ）ｃｏｐｙ＋ＣＯＭＰ ＦＡＴ ＮＯＲＭ

ｎｏｗ １２６８７４ ｔ ｉｍｅ

ｅｎｄ ２８０６２４ ８ｍ

■ ｐａｓｓ ４５ ％ ４５ｓ

動作終了後、ＣＯＰＹ＋ＣＯＭＰを繰り返す場合はＨＤＤを交換した後、ＬＣＤの左上にＣＯＰ

Ｙ＋ＣＯＭＰＲＥがでているのを確認して（ＥＮＴＥＲ）キーを押して動作を開始してください。

ＨＤＤの交換時に 自体の電源スイッチを切る必要はありません。ＨＤＤの状ＨＤＩ－２００

態表示ＬＥＤが消灯している場合はＨＤＤに電源は供給されていません。

ＣＯＰＹ＋ＣＯＭＰ以外の操作を行う場合は（ＵＰ）キーか（ＤＯＷＮ）キーを押せばＭＡＩＮ

ＭＥＮＵが表示されます。
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ＯＰＴ ＩＯＮ２.６

ＭＡ ＩＮ ＭＥＮＵで［４．ＯＰＴ ＩＯＮ］を選択し （ＥＮＴＥＲ）キーを押すとＯＰＴ ＩＯＮのＭＥＮ、

Ｕを表示します。動作モードとスピードの変更は［１．ＭＯＤＥ＋ＳＰＥＥＤ 、ＨＤＤのクリアは］

［２．ＣＬＥＡＲ ＨＤＤ 、ＬＣＤのコントラストは［３．ＬＣＤ ＣＯＮＴ 、何もせずにＭＡＩＮ］ ］

ＭＥＮＵに戻る場合は［４．ＥＸＩＴ］を選択し （ＥＮＴＥＲ）キーを押します。、

ＯＰＴＩＯＮ

１．ＭＯＤＥ＋ＳＰＥＥＤ

２．ＣＬＥＡＲ ＨＤＤーーーーー ＳＴＡＲＴ

３．ＬＣＤ ＣＯＮＴ ＣＬＥＡＲ ＤＡＴＡ

４．ＥＸＩＴ ＥＸ ＩＴ

ＯＰＴ ＩＯＮ例

ＯＰＴ ＩＯＮ （ＬＢＡ ＮＯＲＭ）

→１．ＭＯＤＥ＋ＳＰＥＥＤ

２．ＣＬＥＡＲ ＨＤＤ

３．ＬＣＤ ＣＯＮＴ ４．ＥＸＩＴ
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ＭＯＤＥ＋ＳＰＥＥＤ２.７

コピーと比較の動作モードとスピードを変更します （ＵＰ）キーを押すと動作モードがＬＢ。

Ａ→ＦＡＴ→ＦＡ２→ＣＨＳ→ＬＢＡ→…と変化します （ＤＯＷＮ）キーを押すとスピードがＮＯＲ。

Ｍ→ＦＡＳＴ→ＳＬＯＷ→ＮＯＲＭ→…と変化します（ただし、スピードがＦＡＳＴを選択できる

のはＬＢＡモードだけです 。選択した後 （ＥＮＴＥＲ）キーでセットします。セットした動作） 、

モードとスピードは の電源を切っても保持されます。ＨＤＩ－２００

ＭＯＤＥ＋ＳＰＥＥＤ表示例

ＭＯＤＥ＋ＳＰＥＥＤ （ＦＡＴ ＮＯＲＭ）

（ＬＢＡ ＮＯＲＭ）

ＵＰ＝ＭＯＤＥ，ＤＯＷＮ＝ＳＰＥＥＤ

ＥＮＴＥＲ＝ＳＥＴ

動作モードとスピード選択の目安

①１Ｇバイト以下のＨＤＤ

ＨＤＤ容量、使用状況 コピーモード 速度

６４０Ｍバイト以下 ＣＨＳ ＳＬＯＷ

６４０Ｍ～１Ｇバイト ＣＨＳ ＮＯＲＭ

②１Ｇバイト以上のＨＤＤ

ＨＤＤ使用状況 コピーモード 速度

ＦＡＴ１６､３２で使用容量５０％以下（同容量コピー） ＦＡＴ ＮＯＲＭ

ＦＡＴ３２で拡大コピー ＦＡ２ ＮＯＲＭ

上記以外の高速ＨＤＤ ＬＢＡ ＦＡＳＴ

上記の２項目以外 ＬＢＡ ＮＯＲＭ

注１．ＳＬＯＷ､ＮＯＲＭ､ＦＡＳＴは液晶画面上の表示でそれぞれ低速､普通､高速になります。

注２．コピーがうまくいかない場合はモードをＦＡＴ（ＦＡ２）→ＬＢＡ→ＣＨＳ、速度を高速→

普通→低速に順次変更してください。
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２．８ ＣＬＥＡＲ ＨＤＤ

他用されたくないＨＤＤのデータをすべてクリアする機能です。これは、すべてのセ

クタにデータ００ＨかＦＦＨを書き込み、ファイルやその残骸を完璧に無くしてしまう

ものです。再フォーマットするよりも強力です。ただし、通常のコピー動作を行う前に

ＨＤＤのクリアを行う必要はありません。

以下に操作方法を説明しますが、この操作を行った後にデータを復活させることはで

きませんので、気を付けてご使用ください。

（ ）ＣＬＥＡＲ ＨＤＤ ＬＢＡ ＮＯＲＭ

→ＣＬＥＡＲ ＨＤＤ

ＣＬＥＡＲ ＤＡＴＡ ００

ＴＥＳＴ ＥＸ ＩＴ

① 消去したいＨＤＤをターゲット側に接続します。１個の場合はターゲット０、１ど

ちらでもかまいません。マスター側には何も接続しないでください。

② クリアしたいデータが表示されているもので良ければ［ＣＬＥＡＲ ＨＤＤ］を選択して

（ＥＮＴＥＲ）キーを押して動作を開始します。

③ クリアしたいデータを変更する場合は［ＣＬＥＡＲ ＤＡＴＡ］を選択して（ＥＮＴＥＲ）キー

を押します。データは００→ＦＦ→００→…と変化します。ただし、ＬＢＡモードでＦＡＳＴの

場合はクリアするデータはＦＦだけになります。

④ クリアされているか確認する場合は［ＴＥＳＴ］を選択して（ＥＮＴＥＲ）キーを押し、動作

を開始します。

⑤ 動作を中断する場合は（ＥＮＴＥＲ）キーを押してください。

⑥ クリアが終わった場合やＭＡＩＮ ＭＥＮＵに戻る場合は［ＥＸ ＩＴ］を選択して（ＥＮＴＥＲ）

キーを押します。

． （ ） 、 。注１ ＦＡＴ ＦＡ２ モードは使用セクタのみのコピーのため ＨＤＤのクリアには不向きです

このため、ＦＡＴ（ＦＡ２）モード時にＣＬＥＡＲ ＨＤＤを選択すると自動的にＬＢＡモードに

なります。
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２．９ ＬＣＤ ＣＯＮＴ

ＬＣＤのコントラストを調整します （ＵＰ）キー押すと濃くなり （ＤＯＷＮ）キーを押すと。 、

。 、 、 。 、薄くなります 値は０～２０まで変化し ０で一番薄く ２０で一番濃くなります 選択した後

ＨＤＩ－２０（ＥＮＴＥＲ）キーを押すとその値がセットされます。セットしたコントラストは

の電源を切っても保持されます。０

ＬＣＤ ＣＯＮＴ例

ＬＣＤ ＣＯＮＴ （ＬＢＡ ＮＯＲＭ）

（１６）

ＵＰ，ＤＯＷＮ （ＭＡＸ＝２０）

ＥＮＴＥＲ＝ＳＥＴ
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第３章 エラー表示

２．１ ｎｏｎ ＭＡＳＴＥＲ

マスターＨＤＤが接続されていないか、接続を確認できません。マスターＨＤＤを接続して

いる場合はケーブルの差込状況（ に対して、ＨＤＤに対して）を検査してくだＨＤＩ－２００

さい。

２．２ ｎｏｎ ＴＡＲＧＥＴ

ターゲットＨＤＤが１台も接続されていないか、接続を確認できません。ターゲットＨＤＤを

接続している場合はケーブルの差込状況（ に対して、ＨＤＤに対して）を検ＨＤＩ－２００

査してください。

２．３ ｕｎｃｏｎｎｅｃｔ ＭＡＳＴＥＲ

マスターＨＤＤの接続は確認できましたが、通信の確認ができません。マスターＨＤＤを接

続している場合は接触不良等の検査、またはＣＨＳモードで再度動作してみてください。

２．４ ｕｎｃｏｎｎｅｃｔ ＴＡＲＧＥＴ

ターゲットＨＤＤの接続は確認できましたが、通信の確認ができません。ターゲットＨＤＤを

接続している場合は接触不良等の検査、またはＣＨＳモードで再度動作してみてください。

２．５ Ｍ－ＥＲＲ

コピーや比較動作中にマスターのエラーが発生しました。接触不良等の検査、またはＣＨＳ

モードで再度動作してみてください。

２．６ ＥＲＲＯＲ

コピーや比較動作中にターゲットのエラーまたは比較データのエラーが発生しました。接

触不良等の検査を行うか、比較動作中のエラーの場合は再度コピーを行ってください。

２．７ ＳＴＯＰ

コピーや比較動作中に（ＥＮＴＥＲ）キーを押して中断したことを表します。

２．８ ＦＡＴ ＥＲＲＯＲ

ＦＡＴ方式ではないＨＤＤをＦＡＴモードでコピーや比較しようとしたときのエラーです。動作

モードをＬＢＡ、ＣＨＳに変更して再度行ってください。
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ＨＤＩ－２００使用上の注意第４章

① 本機は著作権法で許された範囲のコピーを目的として使用するものです。著作権法

で許されない目的に使用しないでください。

② マスタＨＤＤとターゲットＨＤＤを正常に接続しているのにＨＤＤを認識できない

とき（non MASTER、non TARGET）は、 とＨＤＤを接続するＩＤＥケーＨＤＩ－２００

ブルや電源ケーブルの接触不良が考えられます。 本体への差込やＨＤＨＤＩ－２００

Ｄへの差込が不足していないか確認してください。

また、ＨＤＤの仕様が異なる場合もあるため、ＨＤＤ側のジャンパースイッチを変

更してマスタ仕様やスレーブ仕様にして試してみてください。

③ 動作モードとスピードを見つける早道として３％程度コピーし （ＥＮＴＥＲ）キーを押して、

中断します。その後、比較（ＣＯＭＰＡＲＥ）して３％程度までコピーできているか確認し

て調べる方法があります。


